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成果の概要／西澤秀明 

 

【研究内容】 

 ウミガメ類は混獲などの原因により減少しており、その保全と適切な利用が求められている。東

南アジアでは、食用としてウミガメ類の卵の採集などがおこなわれており、特にその研究が求めら

れている。これまでの研究は、研究を実施しやすい特定の生活史段階、季節に関するものが多く、

長期的な行動観察や新規手法の適用が求められている。 

そこで、本研究では、マレーシアにおいて、アオウミガメ（Chelonia mydas）の長期的行動観察

を実施するための基盤を整備するとともに、実際の長期的行動観察に着手した。具体的には、(1) 超

音波発信機の信号受信範囲の確認とそれを基にしたアオウミガメ産卵個体への超音波発信機の装

着、(2) 摂餌場に滞在するアオウミガメへの小型記録計の装着を実施した（図 1）。これは、繁殖期

にメスのアオウミガメがどのような場所を利用しているのか、繁殖期以外のアオウミガメが季節

（乾季・雨季）によって行動を変化させるのかを明らかにするものであり、その行動の雌雄差や季

節による違いを明らかにするための基礎となる研究である。 

上記の研究に加えて、アオウミガメ孵化幼体の孵化・脱出過程の解明のための音響モニタリング

について、予備的な実験をおこなった。室内実験施設において、アオウミガメ孵化幼体が砂中から

の脱出行動をおこなう際の録音をおこない、特徴的な音のイベントを特定した。同時に、バックグ

ラウンドノイズとなる野外環境下で生じる音についても録音をおこなった。 

 

【研究成果】 

 マレーシア・トレンガヌ州のレダン島において、アオウミガメ 10 個体に超音波発信機を装着す

るとともに、6 個体に滞在水深・温度を記録できる小型記録計を装着した。超音波発信機の装着は

産卵をおこなったメス成体に対して実施した。小型記録計の装着は海草藻場に滞在している未成熟

個体を含む個体に対して実施したが、うち 2 個体はオス成体であると考えられる。超音波発信機か

らの信号を記録するため、レダン島の湾内に超音波受信機を設置した。受信機と記録計の回収を

2018 年度におこない、データを取得する予定である。また、脱出時の録音データからは、アオウ

ミガメ孵化幼体が砂中を進むときの音に加えて、孵化幼体自身が発したと考えられる音を特定する

ことができた（図 2）。 

 

【今後の見通し】 

 今後、受信機回収、記録計の回収をおこなうことで、マレーシアにおけるアオウミガメの長期間

にわたる行動を明らかにすることが期待される。超音波発信機からの受信データをもとに、アオウ

ミガメの産卵期間中の詳細な行動を明らかにすることができると期待される。また、小型記録計の

データからは、摂餌場におけるアオウミガメの乾季と雨季での行動の違いを明らかにすることがで

きると期待される。さらに、同様の手法を様々な生活史段階に適用することで、アオウミガメの生

態解明につながることが期待される。 

 また、アオウミガメ孵化幼体が発したと考えられる音を特定できたことから、今後、サンプル数

を増やすとともに、その機能面についても明らかにすることが期待される。これは、ウミガメ類の

行動においてこれまで注目されてこかなかった聴覚刺激の役割に注目するものである。 



以上の研究は、マレーシアトレンガヌ大学（Universiti Malaysia Terengganu）の Mohd Uzair Rusli

博士との共同研究として実施することができた。Rusli 博士はウミガメ孵化幼体の行動生理学の専

門家であり、博士との議論をもとに、孵化幼体の研究にもボトムアップ的に取り組むことができた。

このたび、貴財団の助成により、共同研究の基盤を形成できたことは今後の研究の発展につながる

ものである。ここに深く感謝申し上げる。 
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図 1 小型記録計を装着

したアオウミガメの未

成熟個体 

図 2 アオウミガメ孵化幼体の脱出時に記録された特徴的な

音イベント（波形およびソナグラム）．(A) 人工的な要因に

よると考えられる音 (B) 孵化幼体の砂中での動きによると

考えられる音 (C) 孵化幼体が発したと考えられる音 


